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第２７回化学工学会学生発表会が、
オンラインで３月８日（土）に開催さ
れ、探究科２年次（現３年次）の化学
班と家庭班が「奨励賞」を受賞しまし
た。公益社団法人化学工学会が主催す
る本発表会は、「若者の理科への興味を引き出し、
優れた研究者・技術者を育成するためには、暗記
に頼らず、若いときから観察、実験、自前の考察
をもとに発表と討議できる機会が必要」と考えら
れて、長年にわたって開催されてきたもので、高
校生と大学生が参加できます。 
このたび化学班と家庭班がいただいた「奨励

賞」は大学生を含めると３７位相当ですが、高校
生に限ると６位に相当するものでした。発表会に
は、化学工学会に所属されている大学や企業の先
生や研究者のみなさんが参加されており、それぞ
れの研究班とも貴重なアドバイスをいただくこ
とができました。これからも発表会が続きます
が、いただいたアドバイスを生かして、研究を深
めてください。 

 

 
１月２４日（金）の放課後、下関市国

際課との連携により、韓国の高校生と中
国の大学生それぞれ１人を本校にお迎え
し、交流会を開催しました。ゲストのお
２人は、下関市の姉妹都市である韓国・
釜山広域市において開催された「第１０
回高校生日本クイズ大会」と友好都市で
ある中国・青島市において開催された「第
２２回山口銀行杯日本語弁論大会」にお
いて、下関市長賞を受賞されたことから、このたび下関市に招待されました。 
交流会には、本校の生徒会で役員を務める５人と交流会に参加を希望した１年次生（現

２年次生）１５人、２年次生（現３年次生）５人が集まりました。交流会を企画した生徒
会役員が進行を務めながら、日本の伝統的な遊びであるカルタ取り、あらかじめ設定され
たテーマについて話をするサイコロトーク、自由に質問をし合うフリートークで交流を深
めました。 
参加した生徒が交流会の後に記述した感想には、「他国の人と話すと共通点や相違点が

見つけられて、お互いの国の理解が深まると感じた。もっとコミュニケーション力、英語
力、表現力を身に付けて、様々な国の人と交流したい。」や「自分とは異なる基準をもっ
ている人に、自分が考えていることをわかりやすく伝えられるようになりたい。そのため
に、普段の授業でのペアワーク・グループディスカッション等でも「わかりやすく伝える」
ことを意識していこうと思う。」などがありました。１時間というわずかな時間でしたが、
他国の人と通じ合う喜びを感じることのできた、貴重な経験となりました。 

第２７回化学工学会学生発表会に参加した研究班と研究テーマ等 

研究班 研究テーマ 結果 

化 学 
ダイラタンシー流体と擬塑性流体の混合流体の特
性について 

奨励賞 

家 庭 
ベジタブルでサステナブル 
～野菜に含まれる界面活性剤及び酵素を利用した食器用洗剤について～ 

奨励賞 

探究科 

普通科 
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韓国から来日された高校生と交流する本校生徒 
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本校生徒が取り組む探究活動の成果を披露

する、第６回山口県立下関西高等学校探究学習
生徒研究発表会を３月１６日（日）に開催しま
した。発表会には、保護者のみなさんに加え、
近隣の中学校や小学校の児童・生徒のみなさん
にも来場していただきました。 
午前は、探究科の２年次生（現３年次生）が、

発展探究の授業において１年間かけて取り組
んだ課題研究の成果を地理歴史１班、英語班、
物理班、生物１班および家庭班が、口頭で発表しました。「下関市の観光アクティベーショ
ン計画～高校生の視点から観光産業の発展について考える～」をテーマとして研究した地
理歴史１班は、アンケート調査などの結果から、下関市の観光産業が抱える課題を探りま
した。そして、「地元の商業施設であるシーモール下関や下関駅の観光プラットフォーム
化」や「公共交通機関の魅力のアピール」などの解決策をまとめ、下関観光コンベンショ
ン協会と下関市観光スポーツ文化部観光政策課に提案したことを報告しました。 
午後は、普通科と探究科の生徒が参加するポスターセッションを開催しました。普通科

の１・２年次生（現２・３年次生）は、基礎探究Ａの授業や総合的な探究の時間（本校で
は、「ＮＣＡ」とよんでいます。）に取り組んだ課題研究の成果を発表しました。発表した

３２班は、クラスごとに４班ずつ選ばれた代表
です。また、探究科では、１年次生が１６班に
分かれて夏休みディスカバリープロジェクト
の成果を報告するとともに、２年次生が発展探
究の授業において取り組んだ課題研究の成果
を発表しました。さらに、新たな取り組みとし
て普通科の２年次生が、ＮＣＡの時間に取り組
んだ個人研究を発表しました。ポスターセッ
ションでは、生徒による相互評価を行い、表に
示した研究班が入賞しました。 

課題研究の成果を発表したポスターセッションで入賞した、普通科の研究班と研究テーマ 
結果 年次 研究班 研究テーマ 年次 研究班 研究テーマ 

最優秀賞 

１ 

１組Ｇ班 食品保存で地元農業の活性化！ 

２ 

４組Ａ班 紙ストローから神ストローへ 

優秀賞 
２組Ｄ班 『最強』の紙飛行機を作ろう！ ２組Ｇ班 シエスタから学ぶ昼寝のメリット～学校にも昼寝の時間をつくろう！～ 
２組Ｇ班 シャワーＶＳお風呂～どちらがお湯を節約できる？～ ２組Ｈ班 Ｅｃｏｎｏｍｉｃ Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ～なぜ日本でｉＰｈｏｎｅは売れるのか～ 
４組Ｇ班 眠気と授業の時間帯の関係性 ２組Ｉ班 Ｉする夏がきっとＣＯＯＬ！ 

奨励賞 

１組Ｃ班 Ｈｏｗ ｔｏ Mａｓｔｅｒ “Ｔａｒｇｅｔ １９００” １組Ａ班 鎖国で覇国？ 
１組Ｆ班 効率のよい階段の登り方 １組Ｆ班 男尊女尊の社会を目指す！ 
１組Ｈ班 Ｃｏｌｏｒ Ｃｏｌｏｒ Ｃｏｌｏｒｆｕｌ １組Ｇ班 周辺国の英語事情 
２組Ｃ班 すいまを打破せよ １組Ｈ班 小さな命に明るい未来を 
２組Ｈ班 人間の記憶に残りやすい色 ２組Ｄ班 五感で楽しむかき氷 
３組Ａ班 心理テストの信憑性 ３組Ａ班 通信技術のこれからと未来 
３組Ｆ班 ストレス解消に最適な方法の証明について ３組Ｂ班 よく回るコマを作ろう！ 
３組Ｇ班 夢と感情 ３組Ｅ班 環境が及ぼす勉強効率について 
３組Ｈ班 デジタルＶＳ紙 教科書編 ３組Ｆ班 Ｇｏｏｄ Ｓｌｅｅｐ 
４組Ａ班 ０円食堂 ４組Ｆ班 ハンドボールを一番飛ばせる投げ方 
４組Ｂ班 効率的な暗記方法 ４組Ｇ班 バイオマスプラスチックってホントにいいの？ 
４組Ｆ班 睡眠・学習・スマホの最適バランスは？ ４組Ｈ班 音と記憶 

課題研究の成果を発表したポスターセッションで入賞した、探究科の研究班と研究テーマ 
結果 年次 研究班 研究テーマ 年次 研究班 研究テーマ 

最優秀賞 

１ 

６組Ａ４班 コーヒーかすで害虫を退かす！？ 

２ 

英語班 誰もが楽しめる祭りを目指して 

優秀賞 

５組Ａ１班 最強の縄文人みつけてみた 物理班 水中における物体の振り子運動～潮流発電の未来を探る～ 
５組Ｄ２班 アームは世界を救うのダヴィンチ 生物１班 アリどうしが仲良くなるのはアリえるか？！ 
６組Ｂ３班 ふぐのふぐうな運命を避ける 

家庭班 
ベジタブルでサステナブル～野菜に含まれる界面
活性剤及び酵素を利用した食器用洗剤について～ ６組Ｄ３班 ロボットで世界救おット 

奨励賞 

５組Ａ２班 小さな地衣類の大きな可能性 国語班 「シン古典の授業」をつくる～平家物語～ 
５組Ｃ２班 秋吉台とコケ 地理歴史１班 下関市の観光アクティベーション計画～高校生の視点から観光産業の発展について考える～ 
６組Ａ３班 湿気対策をみっけたい！！ 公民２班 Ｌｅｔ’ｓ ｆｌｙ！～緊急着水時の車椅子利用者向け救命胴衣を作る～ 
６組Ｄ４班 目が進化 生物２班 在来種ナメクジと外来種ナメクジの相違点について  

ＮＣＡの時間に取り組んだ個人研究の成果を発表したポスターセッションで入賞した、普通科２年次生と研究テーマ 
結果 クラス 氏名 研究テーマ 結果 クラス 氏名 研究テーマ 

最優秀賞 ２年４組 佐竹 来都 ＭＲ技術で世界に革命を！ 

奨励賞 

２年２組 桝田 明莉 かさぶたができるしくみ 

優秀賞 
２年１組 小田 輝 下関西高等学校の魅力とは ２年２組 水岡 廉翔 下関西高 ″中高一貫教育″始まる。 
２年１組 重村 采佳 下関ガイドマップ ２年４組 岡野 拓人 おいでよ！にしちゅう 
２年２組 岡﨑 羽未 山口県立下関西高等学校の紹介 ２年４組 清水 翌馬 バイオミミクリー 

    ２年４組 宮﨑 桜子 どうして野菜を食べなきゃいけないの？ 

探究科 

普通科 

水中における物体の振り子運動について発表する物理班 


